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初めて冬期山林に放牧 した日本短角種牛群の行動

梨木 守・東山由美・菅野 勉"
(東北農業研究センター・・農林水産技術会議事務局 )
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1 はじめに

日本短角種の冬期飼養の場を裏山・林地等に拡げるこ

とにより,軽労化や環境問題の軽減化が図れると考えら

れる。既に,牛は寒冷・寡雪条件でも屋外飼養が可能なこ

とが報告されているが 1),家畜の見回りや給餌などの管理

を合理的に行う上で家畜行動に不明な点が多い。そこで,

冬期間の松林において,これまで林地での放牧経験のな

い牛群の行動を調査したので報告する。

2 試験方法

(1)試験地,家畜 :東北農業研究センター内の牛舎パ

ドック (0 5ha)と 隣接する松林 (2 5ha,平均標高 173m)

を試験地とした。試験地をCPSで計測し図面を作成した。

図面には松林内に設置した標識64個の位置を記入し,ま

た等高線を描いた。放牧期間は2002年 11月 19日 から翌

年 4月 23日 までとし,松林での放牧経験のない日本短角

種繁殖牛を 12月 中旬まで 16頭,以後 4月 上旬まで15頭 ,

4月 中旬以降は 12頭,また同育成雌牛3頭は期間中,放牧

した。入牧時の全 19頭の平均体重は573± 138kgであっ

た。給餌を毎日9時および15時 30分にパドック給餌場で

行い,1頭当たり乾草を10kg～ 15kg,配合飼料を育成牛に

は‖月下旬～12月 中旬まで lkg,12月 下旬以降 1 5kg～

2 0kg,ま た繁殖牛には 12月 下旬からlkgを給与した。水

は給餌場から直線距離で約 250m離れた飲水場 (不凍飲水

器,水口2箇)で与え,鉱塩は綸餌場で自由摂取させた。

(2)調査項目 :牛群の位置を5時～19時に30分間隔で,

19時～5時には随時観察により記録した。夜間の休.息場の

位置は朝に休息跡から判定し,牛道はCPSで計測し,これ

らを図面に記録した。体重測定は毎週 1回 9時に行つた。

3 試験結果及び考察
(1)対象林地の植生および最高,最低気温

林地はアカマツ,ク ヌギが優占する疎林で,林床はアズ

マネザサが優占していた (表 1)。 ササは放牧 1月 後には

業部が殆ど採食され,放牧終了時には63%に減少した。最

高気温はパドックが林内より高く,最低気温は 1月 ,2月

には林内がパドックより1～ 2度程度高く推移 した (図 1)。

(2)放牧開始時の牛群の行動の概況

放牧開始初日 (H月 19日 )に全頭を林地の飲水場まで

追い込み,また逆に林地からパドックにも誘導した。開始

後 1週間は林地で迷い誘導を要した牛もいたが,それ以

降はパ ドックと林地の出入りに馴れた。また不凍飲水器

は全頭 3日 以内に飲めるようになつた。

(3)放牧開始 1カ明 以降の日中行動

ササの業部を採食し尽くした入牧後 1か月以降は林内

を広く歩き回ることがなくなつた。1月 上旬～中旬には,

パ ドック内の雪を話め,飲水場に向かわない日が観察さ

れたため,電牧線でパ ドックを林地に通じる通路部分に

狭めると (図 2),再び飲水場に通うようになった。

雪が深くなつた 1月 下旬以降は (図 3),毎朝5時半～6

時半に林地から給餌場に移り,9時の給餌まで件立待機
し,給餌 1,2時間後の 10～H時に飲水場に移動し,飲水

場付近で横臥,休 ,患 した。13時半前後に再びパ ドックに

戻り横臥,休息し,給餌 1,2時間後の 17時前後に林地に

戻る行動様式を示した (図 4)。 牛群はパ ドックと飲水場

の間をほぼ直線的に移動し牛道を形成した (図 2)。 なお

19～5時の夜間に林地からパ ドックに戻ることは観察され

なかつた。また,観察日で吹雪く日もあつたが,行動様

式が乱れることはなかった。夏期の放牧行動には日周性

が知られているが2ヽ 冬期の放牧でも同様と考えられた。

(4)夜間の休息場

夕方,林地に入り飲水後,夜間の休.息場に向かつた。休

息場は,12月 中旬までは林内中央部の標高の高い部分を,

12月 下旬から3月 中旬までは低い谷部に,3月 下旬からは

再びやや高い場所を休息場とした (図 2)。 厳寒期には風

当たりの弱い場所を使うものと考えられた (写真 1)。

(5)家畜の健康状態

体重は 12月 中旬にかけて減少したが,その後 2月 中旬

までは維持し,以降は増加した (図 5)。 期間中の家畜の

疾病について,12月 中旬に他の牛の乗駕により腰を傷め

た 1頭 (H歳 )は放牧を中止した。1月 ,3月 に各 1頭が

蹄病を発症し,また3月 下旬にパ ドックの泥津イヒで1頭が

足首を痛めたため,それぞれ治療し1～2週間放牧を中断

した。妊娠予定の全3頭は4月 上旬に出産した。冬期飼養

による家畜の健康には特に問題はないと判断された。

4 まとめ
冬期の放牧牛群は,入牧直後を除いて日中は給餌場と

飲水場のある林地を行き来し,夜間は林内で休息すると

いう行動を示した。これらの行動には一定範囲の時刻に

行われるという日周性がみられた。また, 日中の牛群の

行動はエサとなるササや乾草及び水に従属し,林床植生
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を食べ尽くした後は松林を好んで過ごすことはなかつた。

夜間は松林で体烏するが,寒 さの強い時期は凹部に,寒

さが緩む時期は凸部を選択していると考えられた。これ

らは冬期の山林を初経験した牛群の行動であり,経験を

積んだ牛群の行動様式も明ら力1こする必要がある。
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田1 冬期間の林内とパドックにおける
最高,最低気温の推移

樹高は9月 下旬にクリノメータにより1樹種当たり
2～ 11本 を測量 した。アズマネザサの被度、草丈
は9月 下旬に64蘭所を測定した.

目2 時期別の牛群の体息場
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日3 積雪深の推移

注)朝に新たな積雪を確認 した日に
測定した

写ユ1 夜間峰■の中での休息
(谷部で風上に尾を向けるものが多い)

図5 牛群の体重推移
注)放牧中の全頭数の平●j植で示した。
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